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〇道徳教育・人権教育の充実と他
教科との連携による人権意識の向
上
〇いじめの未然防止、早期発見・
解決
〇豊かな読書活動の推進
○一人一人を大切にする学級づく
り・仲間づくり

豊かな心の育成

・早寝・早起き・朝ごはん
の実行(９０%)
・積極的な運動の計画・
実践
(９０％)

・学校の様子が伝わった
(８０%)
・ゲストティーチャー、読
み聞かせボランティア等
の人材活用(教師８０％)

〇道徳や人権の授業では、コロ
ナ禍においても感染症対策の
上、児童が自分の事として考え
児童同士が意見交流できる時間
を確保した。
〇いじめアンケートを学期に１
回実施し、全教職員共通理解の
もと、早期発見・解決に取り組
むことができた。

〇図書ボランティアを募集し、
図書室の環境整備と読み聞かせ
を実施する。
〇ホームページの更新に努め、
各学年の行事等の様子を積極的
に公開する。
〇コロナ禍においても、大学と
の連携・協力体制について研究
し、交流をを更に深める。

〇道徳の授業では教科書を中心に多面的
に考え議論できる対話的な授業を実施し
た。
〇いじめアンケートを学期に１回実施
し、いじめの未然防止、早期発見・早期
対応に努めた
〇情報モラルやネット社会に潜む危険性
について研修できる機会を設定した。
〇生物の飼育、植物の栽培活動に取り組
んだ。
〇全学年に学校図書館を利用する時間を
設定し、読書の奨励に取り組んだ。

・学校が楽しいと感じる
(児童９０％)
・いじめの解消率１００％
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作成日 令和4年3月11日

〇コロナ禍においても感染症対
策を徹底し、研究授業・研究協
議を実施し、授業改善に努める
ことができた。
〇児童・保護者の「希望のしる
しノート」の進め方の参考とな
るよう定期的・積極的に校内に
掲示した。

・全国学テ、県学習到達度
調査で正答数がそれぞれ
全国や県平均を上回る。
・わかる授業、子供主体の
授業の実践(児童・教師
９０％)

自分の成長を感じる子供の育成

校長氏名

本年度の取組についての評価

〇体力向上の推進
〇基本的生活習慣の確立
〇危機回避能力の育成

〇保護者・地域との連携充実
〇地域教材・地域の人材の更
なる活用
〇保幼小の接続、小中の連携

〇道徳においても「考え・話し
合う」授業を推進するため、道
徳の授業を積極的に公開する。

〇コロナ禍において制限のある中、
PTAの活動や校区センターの活動、
学校行事については活動は減少した
が、できることを精選し実施した。
実施に際し、感染症対策を図り、教
育活動やＰＴＡ活動を継続する方策
を考え実施した。

堀　本　純　平

健やかな体の育成 地域とともにある学校

○教育研究（主体的・対話的で
深い学び）
〇探究的・問題解決的学習
〇基礎基本の確かな学力の定
着
〇家庭学習の定着
〇読書活動の推進

確かな学力の向上

■次年度以降も児童数の増加が見込まれる本校では、地域とともにある学校の実現のため、コロナ禍において感染状況を注視しながら、コミュニ
ティスクールを活用し、校区子どもセンター事業や育友会行事への参加協力を進め、家庭や地域との連携を深めていく。
■教員の資質能力の向上については、外部人材の力を活用しながら、チームとして組織的かつ効果的な対応を行う必要があると考えており、次の
ような方策を立て課題解決に取り組む。（感染症対策を徹底した上で取り組む。）
○校内チーム体制の強化（学年部会・教科部会・研究部会等）　○元校長等による各教科研究部会における指導助言　○現職教育における教育技
術に係る研修の充実　○学識者による公開授業・授業研究協議における指導助言（和歌山大学との連携による校内カンファレンスへの参加)

その他の課題

〇スポーツテストから児童の課
題を把握し、その課題の克服の
ため、体育授業では運動量の確
保に努め、運動の楽しさ等を味
わえる授業を実施することがで
きた。
〇早寝・朝起き・朝ごはんにつ
いては、９０%以上行えた。

・地域の方々との交流はコロナ
禍において困難であった。来年
度は感染状況を注視しながら、
感染症対策を講じ実施可能な取
組を研究したい。

〇教員の授業力向上等のための
校内研修・校外研修を積極的に
進める。
〇教科指導力を高めるための研
究授業・公開授業・協議会を行
う
〇家庭学習や自主勉強の充実の
ため、家庭との連携を進める。

○主体的・対話的で深い学びの視点
からの授業改善（効果的な学習・指
導方法の研究）や校内研修の実施に
取り組んだ。
○各授業において｢和歌山の授業づ
くり基礎・基本３か条｣を徹底し
た。
○基礎学力の定着のため各授業及び
放課後の時間の活用により取り組ん
だ。
○家庭学習の定着のため手引きを配
布し自主勉強（「希望のしるしノー

〇体力の向上のためスポーツテスト
から児童の課題を把握し、体育授業
では運動量の確保に努め、運動の楽
しさ、喜びを味わえる授業づくりに
取り組んだ。
〇「早寝・朝起き・朝ごはん・挨
拶」を推奨し、生活習慣の確立に努
めた。
〇避難訓練（火災・地震・土砂災
害・不審者対応を想定）を計画的に
実施することができた。

〇今後もスポーツテストを行い
子供達の体力面の課題をつかみ
体育の授業に生かしたい。
〇緊急時の下校訓練については
課題も多く、次年度も定期的に
行いたい。


